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２
０
０
４
年
に
熊
本
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
臨
床

研
修
医
を
経
て
熊
本
大
学
病
院
消
化
器
内
科
に
入
局
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
連
医
療
機
関
で
消
化
器
疾
患
を

診
療
し
て
き
ま
し
た
。
直
近
で
は
八
代
の
熊
本
総
合
病

院
に
６
年
間
勤
務
し
、
そ
の
前
は
天
草
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
に
９
年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
熊
本
市
内
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
今
後
は
地
元
の
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
こ
の
度
水
前
寺
と
う
や
病
院
に
て
勤

務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
消
化
器
疾
患
の
中
で
も

内
視
鏡
検
査
・
治
療
を
中
心
に
研
鑽
し
て
参
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
内
視
鏡
を
中
心

に
頑
張
っ
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
他
の

分
野
に
対
し
て
も
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
61
年
に
大
学
卒
業
後
、
熊
本
大
学
第
一
内
科
・

呼
吸
器
内
科
に
所
属
し
、
約
30
年
余
り
の
期
間
で
10
カ

所
の
関
連
医
療
機
関
を
移
動
し
た
後
、
平
成
29
年
に
医

局
人
事
を
離
れ
て
熊
本
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
に
勤
務
し
た

後
、
こ
の
度
令
和
６
年
４
月
か
ら
水
前
寺
と
う
や
病
院

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
急
性
期
病
院
で
主
に
呼
吸
器
急
性
期
疾
患

診
療
に
対
応
す
る
な
か
で
、〝
木
を
見
て
森
を
見
ず
〞 

の
諺
の
ご
と
く
、
病
気
を
診
て
人
を
見
ず
と
い
う
状
況

に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

当
院
で
は
、
基
本
理
念
で
あ
る「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

の
尊
重
」を
重
視
し
、
全
人
的
医
療
の
実
践
を
心
が
け

て
、
少
し
で
も
地
域
・
病
院
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
水
前

寺
と
う
や
病
院
で
看
護
部
長
と
し
て

勤
務
し
て
お
り
ま
す
寳
木
富
美
子
と

申
し
ま
す
。

　

私
は
国
立
病
院
機
構
に
長
年
勤
務

し
、
転
勤
を
通
し
て
三
次
救
急
医
療

や
政
策
医
療
な
ど
、
赴
任
先
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
機
能
や
体
制
の
違
い
を
経

験
し
な
が
ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
熊
本

県
は
３
回
赴
任
し
、
最
も
長
く
勤
務

し
た
地
に
な
り
ま
す
。
繰
り
返
し
の

転
勤
は
引
っ
越
し
が
大
変
で
し
た

が
、
そ
の
地
域
の
良
さ
を
知
り
、
新

た
な
人
と
の
出
会
い
は
情
報
共
有
や

病
院
間
の
連
携
に
も
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験

は
、
患
者
さ
ん
や
地
域
と
共
に
歩
ん

で
き
た
水
前
寺
と
う
や
病
院
で
も
活

か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

基
本
理
念
で
あ
る『IDENTITY

（
個
人
）の
尊
重
〜For　

You

あ
な

た
の
た
め
に
』は
出
会
っ
た
す
べ
て

の
人
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
寄
り
添

い
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
看

護
の
立
場
か
ら
医
療
と
介
護
、
社
会

復
帰
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
や
働
き
方

改
革
、
新
興
感
染
症
対
策
な
ど
、
医

療
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
予
期
せ
ぬ
出
来

事
に
も
、
柔
軟
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
対
応
し
、
今
後
も
地
域
の
皆

さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
で
あ
り
ま

す
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
新
し
い

職
場
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
１
日（
月
）、
と
う
や

医
療
福
祉
グ
ル
ー
プ
入
社
式
を
平
成

と
う
や
病
院
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
水
前
寺
と
う
や
病
院
17
名
、

平
成
と
う
や
病
院
18
名
、
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
水
前
寺
１
名
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

グ
ラ
ン
ド
通
り
１
名
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
１
名
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

さ
く
ら
樹
３
名
、
計
41
名
の
新
入
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
た
な
仲
間
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
利
用
者
さ
ま
や
ご
家
族
の
皆

さ
ま
に
よ
り
よ
い
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
、
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

▼
外
来
診
療
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ
▲

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
平
日
午
後
の
外
来
診
療
時
間
を

左
記
の
通
り
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

【
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
】

　

受
付
時
間　

13
時
〜
16
時
30
分

　

診
療
時
間　

13
時
30
分
〜
17
時
30
分

午
前
の
診
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
11
時
30
分　

診
療
時
間　

９
時
〜
12
時

（
土
曜
日
は
第
１
・
３
・
５
週
午
前
中
の
み
診
療
し
て
お
り
ま
す
）
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炭
火

焚
き
火

急性期治療

予防治療

いま起こっている痛みを取る

発作が起こらないように抑える

は

せ

が

わ 　
　

と

も

こ

水
前
寺
と
う
や
病
院

　
　
　
　
　

脳
神
経
内
科
部
長

　

こ
ん
に
ち
は
、
脳
神
経
内
科
の
長

谷
川
で
す
。
前
回
頭
痛
に
つ
い
て
話

し
た
の
が
２
０
１
５
年
で
す
が
、
こ

の
約
10
年
間
で
頭
痛
を
取
り
巻
く
医

療
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
全
人
口
の
約
40
％
が
な

ん
ら
か
の
形
で
頭
痛
で
悩
ん
で
い
る

と
い
う
数
字
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う

経
済
損
失
は
年
間
３
０
０
０
億
円
に

も
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う

「
た
か
が
頭
痛
」で
は
な
く
、「
生
活

の
質
を
低
下
さ
せ
、
社
会
に
大
き
く

影
響
を
与
え
る
病
気
」と
し
て
啓
発

す
る
Ｃ
Ｍ
な
ど
も
一
時
期
増
え
て
い

た
の
で
、
み
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
専
門
の
頭

痛
外
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
以
前

よ
り
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

頭
痛
は
大
き
く「
一
次
性
頭
痛
：
い
わ
ゆ

る
頭
痛
持
ち
の
頭
痛
」と「
二
次
性
頭
痛
：
原

因
と
な
る
病
気
が
あ
る
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
、
片
頭
痛
の
症
状
が
拍
動
性
の

頭
痛
だ
け
で
は
な
く
、
拍
動
性
で
は
な

い
頭
痛
、
吐
き
気
や
め
ま
い
、
首
や
肩

こ
り
、
音
や
光
・
匂
い
に
過
敏
に
な
る
、

腹
痛
、
見
え
方
が
お
か
し
く
な
る
、
頭

皮
や
手
足
が
ビ
リ
ビ
リ
す
る
な
ど
の
頭

痛
以
外
の
症
状
も
出
て
く
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
首
や
肩
の
こ
り
は

今
ま
で
緊
張
型
頭
痛
の
特
徴
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
片
頭
痛
の
症
状
と
し
て

出
る
と
い
う
こ
と
は
驚
き
で
し
た
。

　

さ
ら
に
発
作
が
な
い
時
期
に
も
や
る

気
が
出
な
か
っ
た
り
、
う
つ
傾
向
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
頭
痛
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

と
不
安
に
な
り
、
予
定
が
立
て
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
あ
き
ら

め
た
り
す
る
こ
と
な
ど
と
関
連
が
あ
り

そ
う
で
す
。

日
本
神
経
学
会
認
定
神
経
内
科
専
門
医

日
本
頭
痛
学
会
認
定
頭
痛
専
門
医

長
谷
川　

智
子

　

片
頭
痛
は
「
ず
き
ん
ず
き
ん
」
と
脈
打
つ

よ
う
な
頭
痛
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
て
、
重
症

な
場
合
は
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
仕
事
が

で
き
な
か
っ
た
り
と
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
女
性
で
は
生
理
の

時
期
と
関
連
が
あ
る
こ
と
も
多
い
と
さ
れ
、

ま
た
天
気
や
気
圧
と
の
関
連
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
あ
と
家
族
に
頭
痛
持
ち
の
人
が
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
原
因
は
ま
だ
確
定
は
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
関
与
す
る
物
質
な
ど
は
分

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

頭
の
中
に
炭
火
が
残
っ
て
い
て
何
ら
か
の
刺

激
で
燃
え
上
が
り
発
作
を
起
こ
す
、
と
い
う

感
じ
で
す
。 「頭痛持ちの頭痛」と呼ばれる。

片頭痛や緊張型頭痛、群発頭痛のように
繰り返し起こる慢性頭痛。

くも膜下出血、脳腫瘍、髄膜炎など命に
関わる頭痛も含まれる。

頭痛ネットより引用

脳や他の疾患が原因となって
起こる頭痛

頭痛そのものが病気である頭痛

片
頭
痛

片
頭
痛
の
症
状

片
頭
痛
の
治
療

頭
痛
の
発
作
が

起
こ
る

色んな原因で
燃え上がる

　

片
頭
痛
の
治
療
に
は
、
発
作
の
時
に

抑
え
る
治
療
と
、
発
作
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
す
る
予
防
治
療
の
ふ
た
つ
が
あ

り
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
頭
痛
薬
と
い
う
一
般
的
な
鎮
痛
薬

に
加
え
て
、
２
０
０
２
年
に
ト
リ
プ
タ
ン
と
い

う
特
効
薬
が
登
場
し
て
か
ら
か
な
り
頭
痛
が
改

善
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
効

果
が
な
い
人
も
あ
る
一
定
の
割
合
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
新
し
い
薬
は
出
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
２
０
２
２
年
ま
た
新

し
い
発
作
時
の
薬
が
で
き
て
い
ま
す
。　
　

　

一
方
で
予
防
薬
と
し
て
発
作
の
回
数
を
抑
え

る
薬
も
５
種
類
に
増
え
ま
し
た
。
特
に
一
番
新

し
い
薬
は
注
射
薬
で
す
が
、
発
作
が
全
く
な
く

な
る
く
ら
い
に
効
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
全
く

頭
痛
の
な
い
状
態
を
目
指
す
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
頭
痛
の
回
数
が
、
痛
み
の
度

合
い
が
減
る
だ
け
で
も
少
し
楽
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
上
注
意
す
る
こ
と
と
し
て
は
、
ス
ト
レ

ス
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
に
起
こ
り
や
す
い
の
で

な
る
べ
く
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
こ
と
や
、
睡

眠
は
不
足
し
て
も
寝
過
ぎ
て
も
起
こ
り
や
す
い

の
で
睡
眠
時
間
は
で
き
る
だ
け
一
定
に
す
る
こ

と
、
食
べ
も
の
で
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
チ
ー
ズ
、

ワ
イ
ン
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
人
が
多
い
の
で
自

分
は
何
で
起
こ
る
の
か
を
調
べ
て
み
る
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
次
性
頭
痛
の
中
で
特
に
片
頭
痛
に

関
し
て
色
々
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
、

治
療
薬
の
選
択
肢
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
は
片
頭
痛
を
中
心
に
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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特定看護師を目指して特定看護師を目指して 水前寺とうや病院　看護部 2病棟　永田 愛
看護部
通信

部門
紹介

介護保険の認定を受けられている方を対象にお住まい（自宅・施設）でのリハビリを提供しております。
お住まいでの生活に不安、自信がない、筋力や体力が衰えている、退院後すぐのご利用やご家族への介護
指導など様々なケースに対応させていただいています。
現在、理学療法士３名・作業療法士２名・言語聴覚士１名の元気且つ経験豊富なスタッフで皆様の生活を
支援いたします。

電　　話：０９６－３８４－２２８８（代表）

　　　　　０７０－６４２２－２３３６（担当 小嶋）

対象地域：中央区、東区（他の地域もお気軽にご相談ください）

営  業  日：月～金（祝日も営業しております）

　　　　　※土日・年末年始は休み

営業時間：８：３０～１７：１５

移乗動作練習関節可動域運動 歩行練習 家事動作練習発声練習

　12年前、出身地である福島県で東日本大震災が発生しました。避難警報が鳴り止まない中、瓦礫
が頭にあたり泣いている子供や、家の中から出られずにいる高齢者が目の前にいるにもかかわらず、

当時高校生だった私にはどうすることもできませんでした。その時たまたま近くにいた看護師の対応と安心する言
葉かけに憧れを抱き、私もそうなると決め看護の道に進みました。
　看護師となり脳神経外科・救急救命科で3年、SCU(脳卒中集中治療室)で３年の臨床経験を積み、水前寺とうや
病院に入職しました。現在は回復期リハビリ病棟に勤務しており、リハビリ期にある患者さまと深く関わることが
でき、患者さま・ご家族やスタッフの温かさに触れ、やりがいを感じながら仕事をしています。一方で、現疾患の
他にもさまざまな疾病を持つ患者さんは多く、糖尿病や摂食がままならず脱水状態の方や、長期臥床生活によるス
キントラブルを抱えている方もいらっしゃいます。リハビリ訓練にスムーズに移行するためには、そうした状況に
時期を逃さず医療・看護ケア介入し、適切な管理をしていくことが求められますが、医師の指示を待つしかない状
況に看護師としてジレンマを感じていました。

　看護師10年目となり、このジレンマを解決するために自身の学びをもっと深めたい
と考え特定行為研修の受講を決めました。特定看護師とは、あらかじめ作成された医
師の手順書に基づき、医師の判断を待たずに一定の診療補助業務(特定行為)ができる
看護師です。この研修を受講することで、適切な判断と異常の早期発見・早期対応が
可能になることに加え、自身の専門性及び実践力のもと手順書に基づく介入が可能に
なり、病院だけではなく地域で暮らす高齢者の生活支援にも寄与できると考えていま
す。受講後は院内の活動だけでなく関連施設や地域の医療機関との連携においても学
びを活かし、地域の高齢者の生活支援に貢献していきたいと思っています。このよう
な研修を受けられる環境に感謝し、努力していきます。
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性別 年齢

男性 ⼥性 無回答 40代 50代 60代 70代以上

水前寺とうや病院では、外来患者さまを対象としたアンケートを実施いたしました。ご協力いただいた皆さま
に感謝申し上げます。結果についてご報告いたします。
皆さまから頂いた貴重なご意見は院内で共有し、今後も病院運営に活かしてまいりたいと思います。

実施日：2024 年 2月 26 日（月）～ 29 日（木）　　回答：52 件

50.0%

40.4%

44.2%

44.2%

46.2%

44.2%

7.7%

9.6%

19.2%

7.7%

17.3%

40.4%

48.1%

50.0%

44.2%

34.6%

38.5%

28.9%

26.9%

46.2%

61.6%

65.4%

1.9%

5.8%

3.9%

5.8%

7.7%

1.9%

3.8%

11.5%

15.4%

11.5%

7.7%

7.7%

3.8%

5.8%

11.5%

15.4%

51.9%

38.5%

13.5%

17.3%

9.6%

1.9%

1.9%

7.7%

9.6%

3.8%

1.9%

3.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師の説明は⼗分でしたか

担当の医師を信頼していますか

看護師の⾔葉遣いや態度は
いかがでしたか

受付の対応や会計の仕⽅の
印象はいかがでしたか

プライバシーは⼗分守られている
と思いますか

待ち時間はいかがでしたか

当院の医療機器や設備は
整っていると思いますか

現在の治療内容に満⾜されて
いますか

当院を親族や知⼈に推薦して
いただけますか

全体的な当院の満⾜度は
いかがでしたか

⼤変良い 良い やや良い 普通 やや悪い 悪い ⾮常に悪い 無回答

医師の⾔葉遣いや態度は
いかがでしたか

Q1.

Q2.

Q3.

Q4.

Q5.

Q6.

Q7.

Q8.

Q9.

Q10.

Q11.

36.5%

59.6%

3.9%
1.9%
7.7%

28.9%

61.5%
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私は先日、能登半島地震によって避難を余儀なくされ
た方々を支援するため、介護支援ボランティア活動に
参加しました。被災された方々は高齢者や障害を持つ
方も多く、その中には日常生活の中で介護が必要な方
もおられました。

私の活動は、1.5 次避難所で夜間の移動や排泄のサポー
ト、主に介護に関連する業務に従事しました。高齢者
や身体障害者の方々からは、日常生活において困難を
抱える声を聴くことがありましたが、私たちボラン
ティア団体はその一つ一つに真摯に向き合い、できる限りのサポートを提供していきました。

特に夜間の排泄では、トイレまでの移動を安全に行えるように支援することをはじめ、限りある
物資で清潔に快適に過ごせるように援助してきました。又、避難所という慣れない環境で少しで
も安眠ができるような調光や静かな空間にも配慮してきました。

介護支援ボランティア活動を通じて、被災者の方々への思いやりや支援の必要性を改めて実感す
るとともに、自らの力でできる範囲での支援が大切であることを学びました。今回の経験をシル
バーピア水前寺入所部の業務に反映させるとともに、今後も引き続き介護ボランティア活動に積
極的に参加していきたいと思います。

令和６年能登半島地震により亡くなられた方々に謹んでお悔やみ申し上げますとともに、

被災された皆さまに心からお見舞い申し上げます。

厚生労働省より被災地への介護支援ボランティアの募集があり、老人保健施設シルバーピア水前寺から

介護福祉士１名が介護支援にあたりました。

活動期間：2024 年 3月 11日～ 17日　活動場所：いしかわ総合スポーツセンター
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と
な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
登
場
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
波
、
で
私
達
の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。

初
期
携
帯
電
話（
ガ
ラ
ケ
ー
）は
電
話
機
能
主

体
で
、
画
素
数
の
少
な
い
写
真
や
メ
ー
ル
機

能
が
付
帯
す
る
程
度
で
し
た
が（
そ
れ
で
も
電

話
機
を
携
帯
で
き
る
、
メ
ー
ル
が
出
来
る
は

☎
に
比
較
す
る
と
超
画
期
的
で
し
た
）、
デ
ジ

タ
ル
技
術
で
進
化
し
た
ス
マ
ホ
は
、
写
真
も

一
眼
レ
フ
レ
ベ
ル
に
ア
ッ
プ
し
、
高
音
質
音
楽

再
生
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
、
動
画
再
生
な
ど
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
、

高
性
能
カ
メ
ラ
、
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
の

機
能
が
一
台
に
集
約
さ
れ
、
今
で
は
ス
マ
ホ

無
し
に
は
生
活
が
成
り
立
た
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て
仕
事
効

率
向
上
、
仕
事（
生
活
）変
容
、
新
た
な
価
値

の
創
出
を
目
指
す
動
き
を
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
、
英
語
で
は
ト

ラ
ン
ス
を
Ｘ
と
略
す
）と
言
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
が
注
目
さ
れ
る（
推
進
さ
れ
る
）背
景

に
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳（
後
期
高
齢
者
）に

達
す
る
２
０
２
５
年
問
題
が
あ
り
ま
す
。
日

本
は
２
０
１
１
年
以
降
人
口
減
少
に
転
じ
て

い
ま
す
が
、
２
０
２
５
年
を
境
に
そ
の
ス

ピ
ー
ド
が
増
し
、
内
需
減
、
働
き
手
減
、
税

収
減
等
の
問
題
が
山
積
し
、
政
府
も
今
の
経

済
状
態
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
に
は
Ｄ
Ｘ
を

駆
使
し
、
内
需
依
存
か
ら
外
需
へ
の
切
り
替

え
、
働
き
方
改
革
、
社
会
変
容
は
不
可
避
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

日
頃
私
達
が
利
用

し
て
い
る
Ｄ
Ｘ
技
術
で
新
た
に
起
業
し
た　

第 66 回

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ（G

oogle, A
pple, Facebook, 

Am
azon

）の
成
功
を
考
え
る
と
Ｄ
Ｘ
は
避
け

て
は
通
れ
な
い
道
な
の
で
し
ょ
う
か
？

医
療
分
野
で
も
Ｄ
Ｘ
は
時
代
の
本
流
で
す
。

高
齢
化
も
相
ま
っ
て
国
民
医
療
費
は
増
加
の

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
の
国

民
医
療
費
が
46
兆
円
で
、
国
家
予
算
が
１
１

０
兆
円
、
実
に
国
家
予
算
の
42
％
に
当
た

り
、
医
療
・
健
康
へ
の
財
源
効
率
化
は
必
然

で
す
。
２
０
０
８
年
に
導
入
さ
れ
た
特
定
健

診
は
肥
満
↓
糖
尿
病
増
加
に
切
り
込
む
た
め

の
デ
ー
タ
収
集（
２
０
１
８
年
よ
り
デ
ジ
タ
ル

化
↓
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
解
析
が
可
能
に
）

と
生
活
指
導
を
目
的
と
し
、
肥
満
↓
不
健
康

へ
の
意
識
付
け
が
成
さ
れ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ

ム
等
が
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
に
は
番
号
法
が
制
定
さ
れ
、

２
０
１
８
年
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度（
デ
ジ

タ
ル
化
）が
開
始
さ
れ
ま
し
た（
た
い
ざ
ん
ぼ

く
60
号『
永
久
欠
番
』参
照
）。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
は
国
民
に
番
号
を
付
け
て
、
税
収
ア
ッ

プ
が
目
的
、
監
視
さ
れ
て
い
る
等
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
意
見
も
多
く
、
普
及
が
進
ま
ず
、
申
請

者
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
付
帯
し
て
取
得
率

の
ア
ッ
プ
を
図
り
、
取
得
率
は
や
っ
と
？
87
％

に
達
し
ま
し
た
。
今
後
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
↓
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
を
進
め
る

方
針
の
よ
う
で
す
。
従
来
の
保
険
証
に
は
顔

写
真
が
な
く
、
身
分
証
明
と
し
て
は
不
完
全

で
し
た
。
２
０
２
４
年
１
月
に
50
年
逃
亡
し

て
い
た
犯
人
が
末
期
癌
療
養
中
に
自
分
が
逃

さ
て
昭
和
世
代
の
私
は
、
子
供
の
頃
の
電

話
と
言
え
ば
黒
電
話
、
そ
れ
も
ア
ナ
ロ
グ
式

（
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
た
後
に
カ
チ
カ
チ
と
音
が

す
る
）が
当
た
り
前
で
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
進
歩
に
伴
っ
て
１
９
９
３
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
よ

り
デ
ジ
タ
ル
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ

れ
、
２
０
０
８
年
にApple

社
のiPhone

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
：
ス
マ
ホ
）が
国
内
に
出
回

る
よ
う
に
な
る
と
ス
マ
ホ
は
急
速
に
普
及
し
、

黒
電
話
は
役
目
を
終
了
し
、
文
化
遺
産
扱
い

亡
犯
で
あ
る
こ
と
を
自
白
し
て
話
題
と
な
り
、

保
険
証
は
指
名
手
配
犯
も（
誰
で
も
）持
て
る

の
か
？
と
逆
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
個
人
に
交
付
さ
れ
る
永

久
欠
番
な
の
で
、
保
険
証
へ
の
応
用
は
、
不

都
合
な
人
も
居
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
先

の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
避
け
ら
れ
そ
う
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
覗
い
て
み

る
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
に
転

用
す
る
こ
と
で
個
人
の
色
々
な
診
療
科
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
デ
ー
タ
を
集
約
化
し
、
重

複
す
る
検
査
や
内
服
薬
を
避
け
（
デ
ジ
タ
ル

処
方
箋
）、
患
者
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
、

向
上
を
目
指
す
と
さ
れ
ま
す
。
確
か
に
患
者

さ
ん
が
○
○
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
、
検
査

を
受
け
ま
し
た
と
言
わ
れ
て
も
、
情
報
提
供

が
な
い
と
ど
の
よ
う
な
検
査
を
受
け
て
、
ど

足
早
に
桜
の
見
頃
も
過
ぎ
、
新
緑
も
目
に

鮮
や
か
な
楠
木
の
下
で
は
芳
香
が
鼻
を
擽
り

ま
す
。
皆
様
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

○
進
む
Ｄ
Ｘ
化

○
医
療
Ｄ
Ｘ

アナログ世代の
デジタル
トランスフォーメーション

アナログデジタル

電話機能のみ電話、音楽・動画再生、
ショッピング、心電図・
酸素濃度測定など

く
す
ぐ
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の
よ
う
に
判
断
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
治
療
さ

れ
た
の
か
？
判
り
ま
せ
ん
。Ｄ
Ｘ
が
進
め
ば
、

情
報
提
供
に
割
く
時
間
も
短
縮
で
き
、
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
生
デ
ー
タ
の
入
手
も
ス
ム
ー

ズ
と
な
り
ま
す
。
熊
本
で
も
基
幹
病
院
と
の

デ
ー
タ
共
有
（
Ｄ
Ｘ
）
を
目
指
し
デ
ジ
タ
ル

化
が
現
在
進
行
中
で
す
が
、
問
題
は
個
人
情

報
の
保
護･

保
守
の
方
法
が
各
施
設
で
ま
ち
ま

ち
で
、
却
っ
て
手
間
と
時
間
が
掛
か
り
、
非

効
率
的
・
不
便
で
、
情
報
伝
達
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
整
備
・
統
一
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

昭
和
生
ま
れ
の
僕
は
Ｄ
Ｘ
に
不
慣
れ
で
し

た
。
で
も
歳
を
重
ね
、
健
康
不
安
も
増
し
、

健
康
管
理
の
た
め
に『
運
動
し
よ
う
』と
思
い

立
ち
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
ウ
ェ
ア
ラ
ブ

ル
デ
バ
イ
ス
と
し
てApple W

atch

が
登
場

し
ま
し
た
。
当
初
は
気
に
も
留
め
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
歩
数
計
、
歩
行
距
離
、
消
費
カ
ロ

リ
ー
が
計
測
出
来
る
と
聴
い
て
、
万
歩
計
が

て
ら
購
入
し
ま
し
た
。
実
際
に
使
用
し
て
み

る
と
結
構
便
利
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
動

機
づ
け
に
も
な
り
、
三
日
坊
主
と
な
ら
ず
活

躍
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
心
電
図
、
酸
素
濃

度
測
定
、
睡
眠
モ
ニ
タ
ー
も
可
能
で
、
時
計

と
言
う
よ
り
は
健
康
管
理
ツ
ー
ル
と
し
て
の

評
価
が
高
く（
一
流
紙
に
論
文
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
）、
利
用
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
昭
和

生
ま
れ
も
知
ら
な
い
間
に
便
利
さ（
Ｄ
Ｘ
）が

生
活
を
侵
食
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
人
と
人
の
距
離
を
遠
ざ
け

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
推
進
）、
テ
レ

ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
重
宝
さ
れ
、

導
入
が
遅
れ
て
い
た
日
本
の
Ｄ
Ｘ
普
及
推
進

を
後
押
し
し
ま
し
た
。
手
軽
さ
、
便
利
さ

で
、
私
達
の
生
活
に
深
く
浸
透
し
た
Ｘ

（tw
itter

）, YouTube, LIN
E

等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
で
す
が
、
人‐

人
の
繋
が
り
の
希

薄
化
、
顔
の
見
え
な
い
関
係
に
懸
念
を
呈
す

る
人
も
居
ま
す
。
確
か
に
ネ
ッ
ト
環
境
下
で

の
名
乗
ら
な
い
誹
謗
中
傷
や
ス
マ
ホ
依
存
症

等
の
社
会
問
題
も
表
在
化
し
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｘ

の
持
つ
便
利
な
部
分
は
活
用
し
つ
つ
、
ア
ナ
ロ

グ
的
な
日
本
人
の
持
つ
思
い
や
り
精
神
は
忘

れ
た
く
な
い
も
の
で
す
ね
。

○
日
常
の
Ｄ
Ｘ

下にあります

提供元：クロスワード .jp

【タテのカギ】

② 人が店に来ること。 

③ 野球で走者が得点するため
に通過しなくてはならない　
地点。ベース。 

④ 口の中の細菌によって歯が
欠けたり、穴が空いたりした
もの。 

⑥ 家計を助けるために自宅で
する賃仕事。 

⑦ 坂になっている道。 

⑧ 乗っていた馬から落ちるこ
と。 

⑪ 二つの物をくっつけて固定
するために使う、先がらせん
状になっているくぎ。

【ヨコのカギ】
① 魚などが水中生活するための動物の呼吸器。
③ 英語で部屋のこと。
⑤ ある決められた数や時間、量よりも小さいこと。
⑦ 調査をして評価を決めること。
⑧ 雌の馬と雄のロバの合いの子。
⑨ さわった感じ。手ざわり。はだざわり。
⑩ 弾力のある物で作られ、振動やショックをやわ
らげたりするもの。

⑫ 目をそらさずに、じっと見ること。事実をあり
のままに見ること。

1 2 3
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A CB
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チョクシ　ジ

カラテ
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だよりだより
シルバーピアシルバーピア

だより
シルバーピア

遥か 1979 年に当時の熊大徳臣内科に入局し、研修終了後、1981 年から
今は無き水俣市立湯之児病院で５年間リハビリテーション医学を学びました。その後
37 年間、熊本機能病院でリハビリテーション、臨床神経生理診断に従事しました。
古希を区切りに、全く医療を離れて終活とガーデニング（畑仕事）に勤しんでいましたが、
東野裕司理事長、今村重洋院長のご好意により、令和 6年 4月1日より老人保健施設
シルバーピア水前寺の診療に携わらせて頂くことになりました。
まさに、入局当時の福田安嗣医局長、寺本仁郎指導医の下で、改めて初期研修とリハ
ビリテーションを受ける気持ちで精進したいと思っています。
何卒宜しくお願い申し上げます。

血圧・脈拍・体温を測定

専門職（理学療法士・作業療法士・看護師など）を配置。
生活環境を把握し、体力測定結果を基に運動内容を検
討。個別、集団、自主運動を行います。

大浴場で入浴♨
個別機械浴も完備しており、安心、安全
に入浴出来ます。

昼食は行事食や選択メニューなども企画し提供していま
す。食前の口腔体操、食後の口腔ケアを行っています。

「イージーキューブ」「囲碁・将棋」「パズル」「花札」「麻
雀」「カラオケ」など、無理のない範囲で行っていただ
けます。

新施設へ移転後６ヶ月が経ちました。
今回はデイサービスでの 1日の流れをご利用者様の様子と共に
ご紹介したいと思います。

※午前または午後

※午前と午後

※　換気・消毒を定期的に実施しています

☎

医師　
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地域
交流
推進室

東水前寺公民館でゴムボール体操
が行われ、地域交流推進室の理学
療法士が担当しました。
遊び感覚で楽しみながらストレッ
チと全身運動ができ、笑いあり充
実した時間となりました。

若葉地域コミュ二ティセンターで体力
測定が行われました。
各参加事業所が協力する中で地域交流
推進室は血圧測定と健康相談を担当し
ました。
「健康状態がわかった」「相談できて安
心した」などの声があり、参加者にとっ
て有意義な時間となったようです。

3月下旬から4月初旬にかけて、近くの三角公
園でお花見を行いました。
今年の 3月は例年より寒い日が続き、桜の開花
も少し遅くなり、また雨の日も多かったため、
開催できるか不安もありましたが、ようやく桜も
咲き始め青空にも恵まれ、桜や菜の花を入居
者さまにご覧いただけました。
そして「花より団子！？」では
ありませんが、近くの和菓子
屋さんで買い物も楽しんで頂
きました。桜を観ながらお饅
頭に舌鼓を打つのもなかな
かいいもんですね♪

帯山会館で水前寺とうや病院の
管理栄養士による「高齢者の食
事」についての出前講座が開催
されました。
低栄養にならない食生活に関す
る内容で、参加者からも食材の
選択方法や食事の工夫など様々
な意見交換がされ、人生 100年
時代は「しっかり食べてフレイ
ル予防」と理解できた講話とな
りました。
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地域交流推進室

特定施設 シルバーピアグランド通り
〒862-0951 熊本市中央区上水前寺 1 丁目 6-5

在宅ステーション水前寺

居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

訪問看護事業所

水前寺とうや病院

診療科目

受付時間

診療時間
TEL 096-384-2288

TEL 096-384-3399

1. 患者の権利と意思を尊重したチーム医療を提供します

2. 保健 ・ 医療 ・ 福祉が一体となった地域に信頼される病院を
目指します

3. 技術知識の習得と質の高い保健 ・ 医療 ・ 福祉サービスを 
提供します

4. 健全なる経営活動と安定した経営基盤を構築します

ＩＤＥＮＴＩＴＹ（個人）の尊ＩＤＥＮＴＩＴＹ（個人）の尊重　理念

基本方針

１.良質な医療を受ける権利

２.選択の自由の権利・セカンドオピニオンを求める権利

３.自己決定の権利

４.代行者による権利

５.情報に対する権利

６.機密保持を得る権利

７.健康教育を受ける権利

８.尊厳を得る権利

９.宗教的支援に対する権利

患者の権利

休 診 日 土曜午後 ・ 日曜 ・ 祝日　※第 2 ・ 4 土曜は休診

8 ： 30 ～ 11 ： 30

9 ： 00 ～ 12 ： 00

平成とうや病院

熊本市南区出仲間 8 丁目 2-15

医療法人清和会 地域交流誌 たいざんぼく 95 号　〈発行日〉 2024 年 4 月 25 日　〈発行〉 医療法人清和会 （水前寺） 広報部会

特別養護老人ホーム
シルバーピアさくら樹

シルバーピア東町
デイサービスセンター

社会福祉法人百八会

TEL 096-365-5533

TEL 096-285-4800

Ｆor Ｙou あなたのためにＦor Ｙou あなたのために

内科 ・ 呼吸器内科 ・ 循環器内科 ・ 消化器内科 ・

脳神経内科 ・ リハビリテーション科

熊本市中央区水前寺 5 丁目 2-22〒862-0950

TEL 096-384-3119

TEL 096-384-5580

TEL 096-384-2771

TEL 096-386-0020

老人保健施設 シルバーピア水前寺

TEL 096-284-1025

〒862-0950 熊本市中央区水前寺 5 丁目 20-25

熊本市東区東町 3 丁目 6 番
県営東町団地 22 号棟 1 階

熊本市東区佐土原 3 丁目 12-26

https://www.tohya.or.jp/

TEL 096-379-0108

医療法人清和会

13 ： 00 ～ 16 ： 30

13 ： 30 ～ 17 ： 30

とうや医療福祉グループ〒862-0950 熊本市中央区水前寺 5 丁目 8-15

シルバーピア水前寺 デイサービスセンター
TEL 096-234-6654

　　　  前回の診察時について記入

しました。姑の時にお世話になり、

実母も連れてまいりました。以前よ

り看護師さんのレベルに差が生じて

る様に感じました。（看護師同士の）

私語が（前回は）大変多かったのが

気になり、母もそれにはガッカリし

ておりました。

　　　　このたびは、スタッフの私

語に対して不愉快な思いをさせてし

まい、誠に申し訳ございませんでし

た。今後は、スタッフ一人一人が声

の大きさや会話の内容に配慮する意

識を持ち業務を行うよう周知・教育

を行っていきたいと思います。　　

/看護部

　　　　ご指摘いただきましてありがとうご

ざいます。職員には安全面を考え、スマート

フォン等を操作しながらの「ながら歩き」は

控えるよう通達致しました。今後も定期的に

注意喚起して参ります。ご迷惑をおかけしま

して申し訳ございませんでした。/事務部

　　　　このような励ましのご意見をいただき、心か

ら感謝申し上げます。私たちの病院での入院が快適で

安心できるものであったことを、大変嬉しく思います。

今後も皆様にとって良い医療を提供できるよう努めて

参ります。/院長

　　　　現在、感染の状況等鑑みて外来と

入院の患者様のリハビリ時間を分けてスケ

ジュールを組ませて頂いております。

ご意見に関しましては、今後検討させて頂

きます。変更等ある場合はお知らせいたし

ます。　/リハビリテーション部

　　　　以前、入院した時と比べて、病院内、全体が

ものすごく良いです。リハビリの方、先生、看護師さ

んみなさんが雰囲気が良く、安心できました。今後も

このような感じで続いてくれるとうれしいです。

午後の　リハビリを14：00～もしてほしい。

午前中もリハビリを10：00～にしてほしい。

　　　　出退勤時の病院裏口での携帯を使用

しての、ながら歩きが危ない。 

医療法人清和会

　　　　母の入院中、大変お世話になりました。不安

な表情なく穏やかに入院生活を過ごせました。師長さ

んをはじめリハビリ PT・NS の皆様の笑顔がよかった

です。安心できました。歩いて帰られようになった事、

とうや病院の皆様のおかげだと感謝しております。  

ありがとうございました。次女より。

P.S. まわりの人にとうや病院のリハビリすごくよか

ったよ～とおすすめしたいです＾u＾

ご意見と回答

●初診の方は、外来担当医師表をご確認の上、ご来院ください。

●再診の方は、診察券に記載されている予約日をご確認の上、ご来院ください。

●企業様の健診も行っております。 ●産業医お引き受けいたします。

【水前寺とうや病院 外来担当医師表】 2024 年 4 月
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